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南関東(7)地殻変動③

～∴原山湾杵湖の変勅および他地城の噴火活動～

伊豆大島三原山は現在のところ常時溶岩湖を観察でき

るわが国唯一の火山である.1968年7月早稲田大学

探検部カ沸1回火孔探査を実施し溶:岩湖観察に成功し

た.その後同年10月に第2回探査1971年に第3回

探査1972年に第4回探査を行ないさらにその後にも

偵察を行たい三原山の火孔および溶岩湖の変化を観察

し続けている(第1表).この6年間の火孔底の変貌の

詳しい報告はいずれ行匁う予定であるがさしあたって

ここでは溶岩湖の形状の変化についてとりまとめを行な

っておきたい.

1968年7月4目～10目(第1回探査)

行動5目目にしてようやくω地点(火孔の各地点滅は恵劣

木村1973参照)に到達することができ火孔底および溶岩

湖を望めた.その際TB(テラスB)の下位にTCを

認めその下に北東一南西にのびた楕円形の火孔底を認

めた.その火孔底の北東寄りの隅にほぼ円形の溶岩湖

カミあるのを確認した.また溶岩湖から南西方向に40

mほど離れた所に溶融溶岩の吹き出している小さな溶岩

地(?)があった(剃図a①第2図①).

1968年10月14目～21目(第2回探査)

第1回探査の3ヵ月後ω地点よりさらに下へ五〇mほ

ど再降下し火孔底の全容を観察できTCの下位に一

策1表偵察隊隊員名簿

木村政昭1恵谷治

部TDが存在することを認めた.溶岩湖は位置･形状

とも7月の場合と大差はなかったが溶岩湖のそばの吹

ユ972年11月26目

丸門俊夫(第四回探査参加)

佐藤弘幸(同上)

佐藤静枝(同上)

1973牟F2■月1目

恵谷治(1次隊隊長全探査参加)

星修(第三回探査参加)

鶴見蓉一(第三回探査参加)

丸門俊夫(前述)

1973年3月27目～30目

恵谷治(前述)

星修(前述)

鶴見擦一(前述)

井周哲測(第三回探査参加)

字因川鴉夫(第三個卿百瞭査濠撫)

木村政昭(第四回探査参加)

(1972年11月10同以降.

それ以前は恵谷木村1973を参照)
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第1図三原山の溶岩潮の変伯を示すスヶツテ�
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き出しは消滅していた(第1図･②第2図②)一この探

査中に火孔縁から火孔底を望むことができるV地点

を発見したがTCにさえぎられて溶岩の飛沫だけしか

観察できなかった(第1図b2).

1969年1月19日三原山は小噴火を始めたが1月21日

と2月5日に活動中の火孔へ偵察隊を送りV地点よ

り火孔を観察した.噴石が飛来し茶褐色の噴煙炉昇
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第2図溶岩湖の変伯を平面図上に模式的に示した因

るために詳しい観察は困難であった.しかし火孔底

に多数の噴気孔を認めるこができた.さらに5月1日

に偵察を行柱ったが1月頃と大きな変化は見られたかっ

た一しかしV地点からこれまでTCにはばまれて見

ることカミできなかった溶岩湖を観察することカミできた

(第1図③).この時TAの北端(B地点)はブリッジ

状になっていた.これは下部カミえぐれるようにして落

盤したためであろう.その直後5月7目に小爆発を起

し火山灰が降った.その後1970年に入っても三原山

は同様に火山活動が活発であった.

1971年6月30目～7月7目(第3回探査)

活動カミ平穏になるまで計画は中止されていたが1971

年になって再開された.10日間のうち8日間を雨とガ

スのため停滞を余儀なくされる結果となったカミω地点

に降下し火孔底を一度だけ観察することができた.溶

岩湖は1968年当時の位置にあり多少小さく放っていて

北酉一南東方向にのびた楕円に近かった(飾1図④).

1972年10月31目～“月10目(第4回探査)

溶岩湖はTCの下に移動していてその南西方向に20

mほど離れた所に2つの小孔があり小孔にはその下位

にあると思われる赤熱溶岩の火映か観察された(第1図⑤).

y地点からの観察ではこの小孔と溶岩湖からの溶融溶

岩の飛沫しか見られなかった..

溶岩湖の観察と同時に岩津丘の南西側の山腹にできた

陥没孔も観察した.ほぼ円形で直径30mほどで内部は

崩壊した土砂で埋積されており底はほぼ水平になって

いた.測候所員および地元住民の話を総合するとこ

れは1972年1月29目の大島付近に灘発地震が発生した際

に生じたものと思われる.また火孔縁から火孔底を

望める新たな観察地点を探索した結果Z地点を発見し

た･そこは岩津丘より40㎜ほど下った地点でこの直

下にはTCがなく溶岩湖観察に絶好の場所である.

Z地点から見る溶岩湖は円カミ4分の1ほど欠けたような

形状であった(第1図｡⑤).

Z地点を発見し溶岩湖観察が比較的容易とたりその

後偵察隊による観察がしばしば行なわれた.

1972年11月26日

第4回探査直後である･溶岩湖の形状カミ金く変化し

円形というより多=角形に近くなっていた.以前の場所

に2つの小孔は無く小孔のあったと思われるあたりに観

察者の見ている前で新たな溶岩湖が出現した(第1図⑥).

これはもともと存在していた溶岩湖の半分ほどの大きさ

であっ淀,ζの時オプティカルパイロメｰタｰで主�
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郷3図火孔下に糀定される北東一南桝性の弱線
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溶岩湖の表面温度を測定した結果溶岩湖の表面温度は平

均1,070.Cであった.第2回探査の際V地点からの測

定では平均90ポCでありまた第4回探査の際のω地

一魚からの測定値が平均ユ,080.Cであったことを参考まで
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第4図火孔底変動および噴火

①:相模トラフに沿う巨大地震

②:三原山火孔底変動1958年まではTsUYAeta1.(1956)木沢

円中(1972)に基きその後は木村恵谷(1973)および小論のデ

ｰタによる縦のスケｰルは海抜高度

③:浅間山火孔底変動1961年までは八木(1929)M正NAK舳I(1937)

および関谷(1967)の値を用いその後は筆者らによる

④:桜島姶良カノLデ=ラの地殻董直礎動(江頭1967お､llび私f.宇)

1973年1月31目～2月1目

1973年に入り2月1目午前に偵察隊が再びZ地点よ

り観察を行なった.噴煙が濃く火孔底を観察できたの

はわずかのチャンスLかなかった.溶岩湖の形状は前

阿と比べてわずかに変化していただけで大差はなかった.

しかし前回の観察中に生じた新溶岩湖は消滅し小さ

た吹き出しに変わっていた(第1図⑦).TAのB地点の

ブリッジ状になっていたところが崩壊しその土砂が火

孔底に堆積していた.このB地点の崩壊はユ972年ユ2

月4周の八丈島東方沖地震の影響ではないかと考えられ

る.またこの偵察の後夕刻7時20分に溝間山が1ユ年

3ヵ月ぶりに巾爆発を起こした.

1973年3月27目～30目

3月27目に偵察隊は16mmムｰビｰ撮影も兼ねて大島

へ渡った.28目は噴煙が多くしかも風が強くてZ地

一点へ近づけたかった.翌29目は午前中噴煙の状態は良

かったが観光客を刺激しないように午後まで待機した.

昼頃より噴煙が濃くなり始めたが2時頃噴煙の少なく匁

ったのを見計らってZ地点へ到達した.しかしながら

再び噴煙が濃く校ゆ観察をあきらめ退去した.途中

噴煙に巻かれ思わぬ苦労をした.30目は予定最終目で

あり午前巾に行動を開始した.噴煙は昨日と変らず

濃かったが風により噴煙の切れ間ができたのでその機会

を逃さずZ地点へ到達した.一心1時間ほど視界カ浪く

充分に観察することができた.溶岩湖は大きく変化レ

ておりTCの下位へ大半が隠れ円の4分の!ほどが

見えているに過ぎたかった.また前回認められた小

さな吹き出し孔は大きく発達しておりそこで溶融溶岩

が活発に飛び跳ねていた.ムｰビｰとスチｰルの両方

の撮影に成功した.

以上の溶岩湖の経年変化を平面図上に模式的に表現し

たのが第2図である.ここで表現された如く主溶崇湖

に対して副次的な溶崇湖および溶融溶岩が吹き出すまで

に至らない小孔といえるものが火孔底に現われたリ消え

たりしている.これらが生ずる位買はほぼ主溶岩湖の

南西方向に限られている.主溶岩湖自体も年によって

北東一雨酉の線上を移動している.このことは火孔底

の下に北東一南蘭方向の開口性の害11れH(弱線)の存在

を推定させる.火孔底自体の形状も北東一南西にのび

た楕円形を呈しておりZの下の火孔壁に見られる径15

mほどの孔(H)および瑞津丘南西の陥没孔もこの南西

延長線上にのる.これらもやはり北東一雨戸の弱線に

規制されているものと思われる(第3図).

この北東一南西に直交する方向は下鶴ら(1972)の示

した最近の大島のカノレデラが拡がる軸の方向にほぼ相当

すると思われる.下鶴らはそれはこの付近に広域に

働いている南東からの圧縮店カによって地表部にbuck

1ingによる膨隆カミできることによる張カナクトニクスと

考えている一おそらく三原山の火孔底にもそのよう恋

広域相応力場の反映があり下のカでマグマ溜りが圧縮�
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されマグマが下からおしあげているのであろう.

結果と今後の問題

第4図に火孔底観察の成果を取り入れて三原山の火

孔底変動を示すグラフおよびそれと比較するために日

本では近年比較的活発な活動をしている浅間山および

桜島火山のマグマの頭位の変動の様子をグラフで示した.

ただし浅間山の火孔底の位置は海水準からの高さでは

なく火孔縁からの深さのデｰタのみしかないので海抜

で示してある①の三原山の火孔底変動曲線と細部の比較

までできないが第1近似的には比較できる.

桜.島については実は火孔底そのものの測定では在く

桜島火山を含む姶良カルデラ周辺の最近における地殻変

動曲線である･桜島周辺におけるこの種の地殻変動量

はおよそ地下の圧力源の圧力の大きさを示すものとみな

される(茂木1957)ので一味前二者と比較できると思

われる･この3つを比較すると噴火の時期･規模お

よび火孔底変動のバタｰンが良く似ている.1910～20

年代は3火山とも大きな噴火であり火孔底も長期間上

昇傾向にあったと思われるが次の1950年代の噴火は3

火山とも前のに比べると規模が小さく火孔底上昇期間も

短かい｡次は火孔底上昇傾向からみると1950年代

よりは大きな噴火が予想されてもよい.比較的資料の

揃っている1700年代以降の顕著枚噴火活動の一致してい

る例を第2表に示す.

さらにこの300年間の大島の例では1846年の大噴火

?を除くと5回の巨･大噴火があってその際すべての

時期に八丈島以南の伊豆海嶺上の火山のいずれかが顕

著な噴火活動を行なっている(第2表).1600-1700年

代の大島の巨･大噴火の際には青ケ島が顕著な噴火活動

を行ない1900年代に入ってからはずっと南の北硫黄島

や南硫黄島付近の顕著柱噴火活動があった.そしてそ

の間その中間の位置の噴火活動がなかった.しかし

その後1940-50年代にその抜けていた位置にあたる明神

礁で海底噴火があった･その際の第五海洋丸の遭難は

あまりにも有名である.また最近では1970年には明神

礁付近で10年ぶりの海底噴火があり1973年5月には小笠

原群島酉の島付近の海底噴火があり9月に狂って新島が

現われるまでになった.昨年は桜島今年に入ってか

らは浅間山の各火山がそれぞれ活発化してきているの

で今後とも監視が必要と思われる.

(筆者らは地質部早稲111大'学)

第'2表団･大噴火の比較

�大島�浅間山�桜島�八丈島以南の伊豆海嶺

����上の火山
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�(蜷1大正噴)���

⑥�1950-54(鐙)�1949-50*�1946(鐙)�ユ946-60:明神礁(◎)
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◎:巨大噴火鑑:大噴火(これら噴火規模の基準は木村1973に準拠

する)*:総放出物量は大噴火といえるほど山ていないと思われるが火

孔底変動からみると顕著なものであった
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